
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
条

例

〇
公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
企
業
局
水
道
経
営
管
理
室
）　

　

一

〇
高
等
学
校
授
業
料
減
免
事
業
等
支
援
臨
時
特
例
基
金
条
例 

（
教
育
庁
高
校
教
育
課
）　

　

一

〇
県
立
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例 

（
人　

事　

課
）　

　

三

〇
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
教
育
庁
総
務
課
）　

　

四

〇
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
職
員
厚
生
課
）　

　

四

〇
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
警
察
本
部
生
活
環
境
課
）　

一
〇

〇
地
域
環
境
保
全
特
別
基
金
条
例 

（
環
境
政
策
課
）　

一
〇

〇
医
療
施
設
耐
震
化
臨
時
特
例
基
金
条
例 

（
医
療
整
備
課
）　

一
一

〇
介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
臨
時
特
例
基
金
条
例 

（
長
寿
社
会
政
策
課
）　

一
一

〇
介
護
職
員
処
遇
改
善
等
臨
時
特
例
基
金
条
例 

（
介
護
保
険
室
）　

一
二

〇
子
育
て
支
援
対
策
臨
時
特
例
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
子
育
て
支
援
室
）　

一
三

〇
社
会
福
祉
施
設
等
耐
震
化
等
臨
時
特
例
基
金
条
例 

（
障
害
福
祉
課
）　

一
三

〇
水
産
動
物
の
輸
出
検
疫
証
明
手
数
料
条
例 

（
水
産
業
基
盤
整
備
課
）　

一
三

 
条

例

　

公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
月
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
五
十
九
号

　
　
　

公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
水
道
用
水
供
給
事
業
の
施
設
の
利
用
に
係
る
料
金
の
う
ち
使
用
料
金
の
額

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

高
等
学
校
授
業
料
減
免
事
業
等
支
援
臨
時
特
例
基
金
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
月
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
六
十
号

　
　
　

高
等
学
校
授
業
料
減
免
事
業
等
支
援
臨
時
特
例
基
金
条
例

　

（
設
置
）

第
一
条　

経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
修
学
が
困
難
な
高
等
学
校
等
の
生
徒
に
つ
い
て
教
育
の
機
会
の
確
保
を
支
援
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
高
等
学
校

授
業
料
減
免
事
業
等
支
援
臨
時
特
例
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。）
を
設
置
す
る
。

　

（
積
立
て
）

第
二
条　

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
予
算
で
定
め
る
額
の
範
囲
内
の
額
と
す
る
。

　

（
管
理
）

（1）　 平成21年10月９日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 号外第52号　　 

発　　　　行

宮 城 県
( 総務部私学文書課)
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
電話  022（211）2267
(毎週火，金曜日発行)

「

七
〇
円

」
に
改
め
、
同
表
仙
南
・
仙
塩
広
域
水
道
の
項
中
「
一
、
一
九
九
円
」
を
「
一
、
一
五
六
円
」

　

別
表
第
一
大
崎
広
域
水
道
の
項
中
「
一
、
〇
九
八
円
」
を
「
九
六
九
円
」
に
、
「
 

七
六
円

」
を

に
、
「

六
五
円

」
を
「

六
〇
円

」
に
改
め
る
。



第
三
条　

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
確
実
な
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
の
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り
保
管

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
運
用
収
益
の
処
理
）

第
四
条　

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
基
金
に
編
入
す
る
も
の
と
す

る
。

　

（
処
分
）

第
五
条　

基
金
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
基
金
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費
に
充

て
る
場
合
に
限
り
、
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
繰
替
運
用
）

第
六
条　

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
及
び
利
率
を
定
め
て
、

基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
委
任
）

第
七
条　

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
こ
の
条
例
の
失
効
）

２　

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

県
立
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
月
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
六
十
一
号

　
　
　

県
立
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

県
立
学
校
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 

号外第52号　平成21年10月９日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）
　

第
四
条
の
表
中

「

宮
城
県
第
二
女
子
高
等
学
校

宮
城
県
第
三
女
子
高
等
学
校

」
を

「

宮
城
県
石
巻
高
等
学
校

宮
城
県
石
巻
好
文
館
高
等
学
校

宮
城
県
飯
野
川
高
等
学
校

宮
城
県
河
南
高
等
学
校

宮
城
県
水
産
高
等
学
校

宮
城
県
石
巻
工
業
高
等
学
校

宮
城
県
石
巻
商
業
高
等
学
校

宮
城
県
塩
釜
高
等
学
校

宮
城
県
塩
釜
女
子
高
等
学
校

石

巻

市

塩

竈

市

」
を

「

宮
城
県
石
巻
高
等
学
校

宮
城
県
石
巻
好
文
館
高
等
学
校

宮
城
県
石
巻
北
高
等
学
校

宮
城
県
水
産
高
等
学
校

宮
城
県
石
巻
工
業
高
等
学
校

宮
城
県
石
巻
商
業
高
等
学
校

宮
城
県
塩
釜
高
等
学
校

石

巻

市

塩

竈

市

」
に
、

「

宮
城
県
仙
台
二
華
高
等
学
校

宮
城
県
仙
台
三
桜
高
等
学
校

」
に
、

「

宮
城
県
白
石
高
等
学
校



 

　

第
四
条
の
二
の
表
宮
城
県
古
川
黎
明
中
学
校
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
学
校
に
在
学
す
る
生
徒
は
、こ
の
条
例
の
施
行
の
日
に
お
い
て
、

当
該
各
号
に
定
め
る
学
校
の
相
当
の
生
徒
に
な
る
も
の
と
す
る
。

　

一　

宮
城
県
第
二
女
子
高
等
学
校　

宮
城
県
仙
台
二
華
高
等
学
校

　

二　

宮
城
県
第
三
女
子
高
等
学
校　

宮
城
県
仙
台
三
桜
高
等
学
校

　

三　

宮
城
県
飯
野
川
高
等
学
校
及
び
宮
城
県
河
南
高
等
学
校　

宮
城
県
石
巻
北
高
等
学
校

　

四　

宮
城
県
塩
釜
高
等
学
校
及
び
宮
城
県
塩
釜
女
子
高
等
学
校　

宮
城
県
塩
釜
高
等
学
校

　

五　

宮
城
県
白
石
高
等
学
校
及
び
宮
城
県
白
石
女
子
高
等
学
校　

宮
城
県
白
石
高
等
学
校

　

六　

宮
城
県
田
尻
高
等
学
校　

宮
城
県
田
尻
さ
く
ら
高
等
学
校

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
月
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
六
十
二
号

　
　
　

特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
宮
城
県
条
例
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
条
の
三
第
一
項
中
「
又
は
」
を
削
り
、「
若
し
く
は
こ
れ
」
を
「
又
は
こ
れ
ら
」
に
、「
退
職
手
当
は
、
支
給
し

な
い
」
を
「
知
事
は
、
当
該
退
職
を
し
た
知
事
等
（
当
該
退
職
を
し
た
知
事
等
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
当
該
退
職
に
係

る
退
職
手
当
の
額
の
支
払
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
者
）
に
対
し
、
当
該
退
職
手
当
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な

い
こ
と
と
す
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
る
。

（3）　 平成21年10月９日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 号外第52号　　 

宮
城
県
白
石
女
子
高
等
学
校

宮
城
県
白
石
工
業
高
等
学
校

白 
　

石 
　

市

」
を

「

宮
城
県
白
石
高
等
学
校

宮
城
県
白
石
工
業
高
等
学
校         

白 
　

石 
　

市

」
に
、

「

宮
城
県
古
川
高
等
学
校

宮
城
県
古
川
黎
明
高
等
学
校

宮
城
県
岩
出
山
高
等
学
校

宮
城
県
松
山
高
等
学
校

宮
城
県
田
尻
さ
く
ら
高
等
学
校

宮
城
県
古
川
工
業
高
等
学
校

大

崎

市

に
改
め
る
。

「

宮
城
県
古
川
高
等
学
校

宮
城
県
古
川
黎
明
高
等
学
校

宮
城
県
岩
出
山
高
等
学
校

宮
城
県
田
尻
高
等
学
校

宮
城
県
松
山
高
等
学
校

宮
城
県
田
尻
さ
く
ら
高
等
学
校

宮
城
県
古
川
工
業
高
等
学
校

宮
城
県
鹿
島
台
商
業
高
等
学
校

大

崎

市

」
を

宮
城
県
鹿
島
台
商
業
高
等
学
校

」

宮
城
県
仙
台
二
華
中
学
校

仙 
  

台 
  

市



２　

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
宮
城
県
条
例
第
七
十
号
）
第
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の

規
定
は
、
前
項
の
処
分
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
退
職
手
当
管
理
機
関
」
と

あ
る
の
は
「
知
事
」
と
、「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
第
五
条
の
三
第
一
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
退
職
手
当
管
理
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
知
事
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

　

第
五
条
の
四
を
削
る
。

　

第
六
条
（
見
出
し
を
含
む
。）
中
「
支
給
」
を
「
支
給
等
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

改
正
後
の
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の

日
以
後
の
退
職
に
係
る
退
職
手
当
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
退
職
に
係
る
退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
月
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
六
十
三
号

　
　
　

県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
条
例
第

四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「（
退
職
手
当
）」
を
付
し
、
同
条
第
五
項
を
削
る
。

　

第
六
条
を
第
八
条
と
し
、
第
五
条
を
第
七
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
五
条　

教
育
長
が
、
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
宮
城
県
条
例
第
七
十
号
）
第
十
一
条
第
一

号
に
規
定
す
る
懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
て
退
職
を
し
、
又
は
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十

一
号
）
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
失
職
（
同
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）
若
し
く

は
こ
れ
に
準
ず
る
退
職
を
し
た
と
き
は
、
当
該
退
職
に
係
る
同
条
例
第
十
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
退
職
手
当
管
理

機
関
は
、
当
該
退
職
を
し
た
教
育
長
（
当
該
退
職
を
し
た
教
育
長
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
当
該
退
職
に
係
る
退
職
手

当
の
額
の
支
払
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
者
）
に
対
し
、
当
該
退
職
手
当
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と

と
す
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２　

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
第
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、前
項
の
処
分
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
、「
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ

の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
第
五
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条　

前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
教
育
長
の
退
職
手
当
の
支
給
等
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
例
に
よ
る
。

　

別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
中
「（
第
五
条
関
係
）」
を
「（
第
七
条
関
係
）」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

改
正
後
の
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条

例
の
施
行
の
日
以
後
の
退
職
に
係
る
退
職
手
当
に
つ
い
て
適
用
し
、同
日
前
の
退
職
に
係
る
退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
月
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
六
十
四
号

　
　
　

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
宮
城
県
条
例
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
の
基
準
」
を
削
る
。

　

第
二
条
の
三
を
第
二
条
の
四
と
し
、
第
二
条
の
二
を
第
二
条
の
三
と
し
、
第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
遺
族
の
範
囲
及
び
順
位
）

第
二
条
の
二　

こ
の
条
例
に
お
い
て
、「
遺
族
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。

一　

配
偶
者
（
届
出
を
し
な
い
が
、
職
員
の
死
亡
当
時
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
つ
た
者
を
含
む
。）

二　

子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹
で
職
員
の
死
亡
当
時
主
と
し
て
そ
の
収
入
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し

て
い
た
も
の

三　

前
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
職
員
の
死
亡
当
時
主
と
し
て
そ
の
収
入
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
親
族

四　

子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹
で
第
二
号
に
該
当
し
な
い
も
の

２　

こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
を
受
け
る
べ
き
遺
族
の
順
位
は
、
前
項
各
号
の
順
位
に
よ
り
、
同
項
第
二
号

及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
順
位
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
父
母

号外第52号　平成21年10月９日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （4）



に
つ
い
て
は
、
養
父
母
を
先
に
し
実
父
母
を
後
に
し
、
祖
父
母
に
つ
い
て
は
、
養
父
母
の
父
母
を
先
に
し
実
父
母
の

父
母
を
後
に
し
、
父
母
の
養
父
母
を
先
に
し
父
母
の
実
父
母
を
後
に
す
る
。

３　

こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
べ
き
遺
族
に
同
順
位
の
者
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
人
数
に
よ
つ
て
当
該
退
職
手
当
を
等
分
し
て
当
該
各
遺
族
に
支
給
す
る
。

４　

次
に
掲
げ
る
者
は
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
と
し
な
い
。

一　

職
員
を
故
意
に
死
亡
さ
せ
た
者

二　

職
員
の
死
亡
前
に
、
当
該
職
員
の
死
亡
に
よ
つ
て
こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
先
順
位
又
は
同
順
位
の
遺
族
と
な
る
べ
き
者
を
故
意
に
死
亡
さ
せ
た
者

　

第
三
条
第
二
項
中
「
退
職
し
た
者
」
の
下
に
「（
第
十
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

　

第
五
条
の
二
第
二
項
中
「
第
七
条
の
四
第
四
項
、
第
八
条
第
三
項
又
は
第
十
三
条
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
」
を

「
こ
の
条
例
そ
の
他
の
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る

退
職
」
に
、「
こ
れ
ら
の
支
給
」
を
「
こ
れ
ら
の
退
職
手
当
」
に
、「
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
又
は
こ
れ
に
準

ず
る
者
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
こ
と
に
よ
り
退
職
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
」
を
「
第
七
条
第
七
項
の
規

定
に
よ
り
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
の
全
期
間
が
切
り
捨
て
ら
れ
た
こ
と
又
は
第
十
二
条
第
一
項
若
し
く

は
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
一
般
の
退
職
手
当
等
（
一
般
の
退
職
手
当
及
び
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
全
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
処
分
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
一
般
の
退
職
手
当
等
の
支

給
を
受
け
な
か
つ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
に
係
る
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
中

「
第
七
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
二
号
中
「
第
七
条
の
四
第
二
項
」
を
「
第
八
条

第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
三
号
中
「
第
七
条
の
四
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
八
条
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同

項
第
十
四
号
中
「
第
七
条
の
四
第
三
項
第
二
号
」
を
「
第
八
条
第
三
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
十
五
号
中
「
第
七

条
の
四
第
三
項
第
三
号
」
を
「
第
八
条
第
三
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
十
六
号
中
「
第
七
条
の
四
第
三
項
第
四
号
」

を
「
第
八
条
第
三
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
十
七
号
中
「
第
七
条
の
四
第
三
項
第
五
号
」
を
「
第
八
条
第
三
項
第

五
号
」
に
改
め
、
同
項
第
十
八
号
中
「
第
七
条
の
四
第
三
項
第
六
号
」
を
「
第
八
条
第
三
項
第
六
号
」
に
改
め
る
。

　

第
六
条
の
四
第
四
項
第
一
号
中
「
退
職
し
た
者
で
そ
の
勤
続
期
間
が
」
を
「
退
職
し
た
者
の
う
ち
自
己
都
合
退
職
者

（
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
傷
病
又
は
死
亡
に
よ
ら
ず
に
そ
の
者
の
都
合
に
よ
り
退
職
し
た
者
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。）
以
外
の
も
の
で
そ
の
勤
続
期
間
が
五
年
以
上
」
に
改
め
、「（
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）」
を

削
り
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二　

退
職
し
た
者
の
う
ち
自
己
都
合
退
職
者
以
外
の
も
の
で
そ
の
勤
続
期
間
が
一
年
以
上
四
年
以
下
の
も
の　

前
号

の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額

　

第
六
条
の
四
第
四
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

三　

退
職
し
た
者
の
う
ち
自
己
都
合
退
職
者
以
外
の
も
の
で
そ
の
勤
続
期
間
が
零
の
も
の　

零

四　

自
己
都
合
退
職
者
で
そ
の
勤
続
期
間
が
十
年
以
上
二
十
四
年
以
下
の
も
の　

第
一
号
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た

額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額

五　

自
己
都
合
退
職
者
で
そ
の
勤
続
期
間
が
九
年
以
下
の
も
の　

零

　

第
六
条
の
五
第
一
項
中
「
第
二
条
の
三
」
を
「
第
二
条
の
四
」
に
改
め
る
。

　

第
七
条
第
三
項
中
「
第
八
条
第
一
項
各
号
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
第
一
号
中
「
第

十
三
条
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

　

第
七
条
の
二
中
「
こ
え
る
」
を
「
超
え
る
」
に
改
め
る
。

　

第
八
条
を
削
る
。

　

第
七
条
の
四
の
見
出
し
中
「
に
対
す
る
退
職
手
当
に
係
る
特
例
」
を
「
の
在
職
期
間
の
計
算
」
に
改
め
、
同
条
中
第

四
項
及
び
第
五
項
を
削
り
、
第
六
項
を
第
四
項
と
し
、
第
七
項
を
第
五
項
と
し
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

　

第
十
条
第
一
項
第
一
号
中
「
一
般
の
退
職
手
当
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
（
以
下
「
一
般
の
退
職
手
当
等
」

と
い
う
。）」
を
「
一
般
の
退
職
手
当
等
」
に
改
め
る
。

　

第
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
定
義
）

第
十
一
条　

こ
の
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

一　

懲
戒
免
職
等
処
分　

地
方
公
務
員
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
懲
戒
免
職
の
処
分
そ
の
他
の
職
員
と
し
て
の

身
分
を
当
該
職
員
の
非
違
を
理
由
と
し
て
失
わ
せ
る
処
分
を
い
う
。

二　

退
職
手
当
管
理
機
関　

地
方
公
務
員
法
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
職
員
の
退
職
（
こ
の
条
例
そ
の
他
の
条

例
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
退
職
を
除
く
。
以
下

第
十
八
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）の
日
に
お
い
て
当
該
職
員
に
対
し
懲
戒
免
職
等
処
分
を
行
う
権
限
を
有
し
て
い

た
機
関
を
い
う
。
た
だ
し
、
当
該
機
関
が
退
職
後
に
廃
止
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
に
つ
い
て
は
、
当
該

職
員
の
占
め
て
い
た
職
（
当
該
職
が
廃
止
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
職
に
相
当
す
る
職
）
を
占
め
る
職
員

に
対
し
懲
戒
免
職
等
処
分
を
行
う
権
限
を
有
す
る
機
関
を
い
う
。

　

第
十
一
条
の
二
を
削
る
。

　

第
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
た
場
合
等
の
退
職
手
当
の
支
給
制
限
）

第
十
二
条　

退
職
を
し
た
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
退
職
に
係
る
退
職
手
当
管
理
機
関

は
、
当
該
退
職
を
し
た
者
（
当
該
退
職
を
し
た
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
当
該
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の

額
の
支
払
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
者
）
に
対
し
、
当
該
退
職
を
し
た
者
が
占
め
て
い
た
職
の
職
務
及
び
責
任
、

当
該
退
職
を
し
た
者
の
勤
務
の
状
況
、
当
該
退
職
を
し
た
者
が
行
つ
た
非
違
の
内
容
及
び
程
度
、
当
該
非
違
に
至
つ
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た
経
緯
、
当
該
非
違
後
に
お
け
る
当
該
退
職
を
し
た
者
の
言
動
、
当
該
非
違
が
公
務
の
遂
行
に
及
ぼ
す
支
障
の
程
度

並
び
に
当
該
非
違
が
公
務
に
対
す
る
信
頼
に
及
ぼ
す
影
響
を
勘
案
し
て
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
全
部
又
は
一

部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一　

懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
て
退
職
を
し
た
者

二　

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
失
職
（
同
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除

く
。）
を
し
た
者

２　

退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
行
う
と
き
は
、
そ
の
理
由
を
付
記
し
た
書
面
に
よ
り
、
そ

の
旨
を
当
該
処
分
を
受
け
る
べ
き
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
処
分
を
受
け
る
べ
き
者
の
所

在
が
知
れ
な
い
と
き
は
、当
該
処
分
の
内
容
を
県
公
報
に
掲
載
す
る
こ
と
を
も
つ
て
通
知
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
掲
載
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
週
間
を
経
過
し
た
日
に
、
通
知
が
当
該
処
分
を
受
け

る
べ
き
者
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
。

　

第
十
六
条
を
第
二
十
二
条
と
し
、
第
十
五
条
の
見
出
し
中
「
退
職
手
当
」
を
「
退
職
手
当
等
」
に
改
め
、
同
条
に
次

の
一
項
を
加
え
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

３　

第
十
二
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規
定
は
、
単
純
労
務
職
員
と
し
て
退
職
し
た
者
の
退
職
手
当
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

　

第
十
四
条
の
見
出
し
中
「
退
職
手
当
」
を
「
退
職
手
当
等
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
、
同
条
を
第
二
十

条
と
す
る
。

３　

第
十
二
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規
定
は
、
企
業
職
員
と
し
て
退
職
し
た
者
の
退
職
手
当
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　

第
十
三
条
の
見
出
し
を
「（
職
員
が
退
職
し
た
後
に
引
き
続
き
職
員
と
な
つ
た
場
合
等
に
お
け
る
退
職
手
当
の
不
支

給
）」
に
改
め
、
同
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　

職
員
が
退
職
し
た
場
合
（
第
十
二
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
そ
の

者
が
退
職
の
日
又
は
そ
の
翌
日
に
再
び
職
員
と
な
つ
た
と
き
は
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
は
、
支
給
し

な
い
。

　

第
十
三
条
に
次
の
二
項
を
加
え
、
同
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

３　

職
員
が
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
退
職
を
し
、
か
つ
、
引
き
続
い
て
特
定
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
等

職
員
と
な
つ
た
場
合
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
職
員
が
退
職
し
、
か
つ
、
引
き
続
い
て
特
定
一
般
地
方

独
立
行
政
法
人
等
職
員
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
こ
の
条
例
の
規

定
に
よ
る
退
職
手
当
は
、
支
給
し
な
い
。

４　

地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
移
行
型
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
の
職
員
と

な
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
は
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
は
、
支
給
し
な
い
。

　

第
十
二
条
の
二
及
び
第
十
二
条
の
三
を
削
り
、
第
十
二
条
の
次
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

　

（
退
職
手
当
の
支
払
の
差
止
め
）

第
十
三
条　

退
職
を
し
た
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
退
職
に
係
る
退
職
手
当
管
理
機
関

は
、
当
該
退
職
を
し
た
者
に
対
し
、
当
該
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払
を
差
し
止
め
る
処
分
を
行

う
も
の
と
す
る
。

一　

職
員
が
刑
事
事
件
に
関
し
起
訴
（
当
該
起
訴
に
係
る
犯
罪
に
つ
い
て
禁 
錮 
以
上
の
刑
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の

こ

に
限
り
、
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
六
編
に
規
定
す
る
略
式
手
続
に
よ
る
も
の
を

除
く
。
以
下
同
じ
。）
を
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
判
決
の
確
定
前
に
退
職
を
し
た
と
き
。

二　

退
職
を
し
た
者
に
対
し
ま
だ
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
退

職
を
し
た
者
が
基
礎
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
起
訴
を
さ
れ
た
と
き
。

２　

退
職
を
し
た
者
に
対
し
ま
だ
当
該
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い

て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
退
職
に
係
る
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
退
職
を
し
た

者
に
対
し
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払
を
差
し
止
め
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一　

当
該
退
職
を
し
た
者
の
基
礎
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
て
、
そ
の
者
が
逮
捕
さ
れ
た
と
き

又
は
当
該
退
職
手
当
管
理
機
関
が
そ
の
者
か
ら
聴
取
し
た
事
項
若
し
く
は
調
査
に
よ
り
判
明
し
た
事
実
に
基
づ
き

そ
の
者
に
犯
罪
が
あ
る
と
思
料
す
る
に
至
つ
た
と
き
で
あ
つ
て
、
そ
の
者
に
対
し
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
を
支

払
う
こ
と
が
公
務
に
対
す
る
信
頼
を
確
保
す
る
上
で
支
障
を
生
ず
る
と
認
め
る
と
き
。

二　

当
該
退
職
手
当
管
理
機
関
が
、
当
該
退
職
を
し
た
者
に
つ
い
て
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基

礎
と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
（
在
職
期
間
中
の

職
員
の
非
違
に
当
た
る
行
為
で
あ
つ
て
、
そ
の
非
違
の
内
容
及
び
程
度
に
照
ら
し
て
懲
戒
免
職
等
処
分
に
値
す
る

こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
と
思
料
す

る
に
至
つ
た
と
き
。

３　

死
亡
に
よ
る
退
職
を
し
た
者
の
遺
族
（
退
職
を
し
た
者
（
死
亡
に
よ
る
退
職
の
場
合
に
は
、
そ
の
遺
族
）
が
当
該

退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払
を
受
け
る
前
に
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の

額
の
支
払
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に
対
し
ま
だ
当
該
一
般
の
退

職
手
当
等
の
額
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
前
項
第
二
号
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
退
職
に
係
る
退

職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
遺
族
に
対
し
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払
を
差
し
止
め
る
処
分
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

４　

前
三
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払
を
差
し
止
め
る
処
分
（
以
下
「
支
払
差
止
処
分
」
と
い

う
。）
を
受
け
た
者
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
十
四
条
第
一
項
又
は
第
四
十

五
条
に
規
定
す
る
期
間
が
経
過
し
た
後
に
お
い
て
は
、
当
該
支
払
差
止
処
分
後
の
事
情
の
変
化
を
理
由
に
、
当
該
支
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払
差
止
処
分
を
行
つ
た
退
職
手
当
管
理
機
関
に
対
し
、
そ
の
取
消
し
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

５　

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
差
止
処
分
を
行
つ
た
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
に
至
つ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
当
該
支
払
差
止
処
分
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た
者
が
そ
の
者
の
基
礎
在
職
期
間
中
の
行
為
に

係
る
刑
事
事
件
に
関
し
現
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
と
き
そ
の
他
こ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
が
支
払
差
止
処
分
の
目
的
に
明

ら
か
に
反
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一　

当
該
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
、
当
該
支
払
差
止
処
分
の
理
由
と
な
つ
た
起
訴
又
は
行
為
に
係
る

刑
事
事
件
に
つ
き
無
罪
の
判
決
が
確
定
し
た
場
合

二　

当
該
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
、
当
該
支
払
差
止
処
分
の
理
由
と
な
つ
た
起
訴
又
は
行
為
に
係
る

刑
事
事
件
に
つ
き
、
判
決
が
確
定
し
た
場
合
（
禁 
錮 
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
及
び
無
罪
の
判
決
が
確
定
し

こ

た
場
合
を
除
く
。）
又
は
公
訴
を
提
起
し
な
い
処
分
が
あ
つ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処

分
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
当
該
判
決
が
確
定
し
た
日
又
は
当
該
公
訴
を
提
起
し
な
い
処
分
が
あ
つ
た
日
か
ら
六
月

を
経
過
し
た
場
合

三　

当
該
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
、
そ
の
者
の
基
礎
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し

起
訴
を
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
か
つ
、
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
当
該
支
払
差
止
処

分
を
受
け
た
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
場
合

６　

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
差
止
処
分
を
行
つ
た
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た
者
が

次
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
当
該
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
場

合
に
は
、
速
や
か
に
当
該
支
払
差
止
処
分
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７　

前
二
項
の
規
定
は
、
当
該
支
払
差
止
処
分
を
行
つ
た
退
職
手
当
管
理
機
関
が
、
当
該
支
払
差
止
処
分
後
に
判
明
し

た
事
実
又
は
生
じ
た
事
情
に
基
づ
き
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払
を
差
し
止
め
る
必
要
が
な
く
な
つ
た

と
し
て
当
該
支
払
差
止
処
分
を
取
り
消
す
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

８　

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た
者
に
対
す
る
第
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
当
該
支
払
差
止
処
分
が
取
り
消
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
そ
の
者
は
、
一
般
の
退
職
手
当
等
の
支
給
を
受
け
な
い
者

と
み
な
す
。

９　

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た
者
が
当
該
支
払
差
止
処
分
が
取
り
消
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払
を
受
け
る
場
合
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た

者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
者
が
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
支
払
差
止
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払
を
受
け
る
に
至
つ
た
と

き
を
含
む
。）
に
お
い
て
、
当
該
退
職
を
し
た
者
が
既
に
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
額
の
支
払
を
受
け
て

い
る
と
き
は
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
か
ら
既
に
支
払
を
受
け
た
同
条
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
額
を
控

除
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
が
既
に
支
払
を
受
け
た
同
条
の
規
定

に
よ
る
退
職
手
当
の
額
以
下
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
は
、
支
払
わ
な
い
。

　
　

前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
支
払
差
止
処
分
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

10
　

（
退
職
後
禁 
錮 
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
等
の
退
職
手
当
の
支
給
制
限
）

こ

第
十
四
条　

退
職
を
し
た
者
に
対
し
ま
だ
当
該
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に

お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
退
職
に
係
る
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
退
職
を

し
た
者
（
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
退
職
を
し
た
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
当
該
一

般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
者
）
に
対
し
、
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
情
及

び
同
項
各
号
に
規
定
す
る
退
職
を
し
た
場
合
の
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
と
の
権
衡
を
勘
案
し
て
、
当
該
一
般
の
退

職
手
当
等
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一　

当
該
退
職
を
し
た
者
が
刑
事
事
件
（
当
該
退
職
後
に
起
訴
を
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
基
礎
在
職
期
間
中
の

行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
限
る
。）
に
関
し
当
該
退
職
後
に
禁 
錮 
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
。

こ

二　

当
該
退
職
を
し
た
者
が
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在

職
期
間
中
の
行
為
に
関
し
地
方
公
務
員
法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
懲
戒
免
職
処
分
（
以
下
「
再
任
用

職
員
に
対
す
る
免
職
処
分
」
と
い
う
。）
を
受
け
た
と
き
。

三　

当
該
退
職
手
当
管
理
機
関
が
、
当
該
退
職
を
し
た
者
（
再
任
用
職
員
に
対
す
る
免
職
処
分
の
対
象
と
な
る
者
を

除
く
。）
に
つ
い
て
、
当
該
退
職
後
に
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
職
員
と
し
て
の
引

き
続
い
た
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
と
認
め
た
と
き
。

２　

死
亡
に
よ
る
退
職
を
し
た
者
の
遺
族
（
退
職
を
し
た
者
（
死
亡
に
よ
る
退
職
の
場
合
に
は
、
そ
の
遺
族
）
が
当
該

退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払
を
受
け
る
前
に
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の

額
の
支
払
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に
対
し
ま
だ
当
該
一
般
の
退

職
手
当
等
の
額
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
前
項
第
三
号
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
退
職
に
係
る
退

職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
遺
族
に
対
し
、
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
情
を
勘
案
し
て
、
当
該
一
般
の
退
職

手
当
等
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３　

退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
第
一
項
第
三
号
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
処
分

を
受
け
る
べ
き
者
の
意
見
を
聴
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４　

行
政
手
続
条
例
（
平
成
七
年
宮
城
県
条
例
第
三
十
号
）
第
三
章
第
二
節
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の

聴
取
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５　

第
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６　

支
払
差
止
処
分
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
に
関
し
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
一
般
の
退
職
手
当

等
の
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
処
分
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
当
該
支
払
差
止
処
分
は
、
取
り
消
さ
れ
た
も
の
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と
み
な
す
。

　

（
退
職
を
し
た
者
の
退
職
手
当
の
返
納
）　

第
十
五
条　

退
職
を
し
た
者
に
対
し
当
該
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
が
支
払
わ
れ
た
後
に
お
い
て
、
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
退
職
に
係
る
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
退
職
を
し
た
者
に
対
し
、

第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
情
の
ほ
か
、
当
該
退
職
を
し
た
者
の
生
計
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
当
該
一
般
の
退

職
手
当
等
の
額（
当
該
退
職
を
し
た
者
が
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
支
給
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
第
十
条
第
三
項
、

第
六
項
又
は
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
者
（
次
条
及
び
第
十
七
条
に
お
い

て
「
求
職
手
当
受
給
可
能
者
」
と
い
う
。）
で
あ
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
金

額
（
次
条
及
び
第
十
七
条
に
お
い
て
「
求
職
者
退
職
手
当
額
」
と
い
う
。）
を
除
く
。）
の
全
部
又
は
一
部
の
返
納
を

命
ず
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一　

当
該
退
職
を
し
た
者
が
基
礎
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
禁 
錮 
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と

こ

き
。

二　

当
該
退
職
を
し
た
者
が
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在

職
期
間
中
の
行
為
に
関
し
再
任
用
職
員
に
対
す
る
免
職
処
分
を
受
け
た
と
き
。

三　

当
該
退
職
手
当
管
理
機
関
が
、
当
該
退
職
を
し
た
者
（
再
任
用
職
員
に
対
す
る
免
職
処
分
の
対
象
と
な
る
職
員

を
除
く
。）
に
つ
い
て
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在

職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
と
認
め
た
と
き
。

２　

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
退
職
を
し
た
者
が
第
十
条
第
一
項
、
第
五
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
退

職
手
当
の
額
の
支
払
を
受
け
て
い
る
場
合
（
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
含
む
。）
に
お
け
る
当
該
退
職
に
係
る

一
般
の
退
職
手
当
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
退
職
に
係
る
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
行
う

こ
と
が
で
き
な
い
。

３　

第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
と
き
に
お
け
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
は
、
当
該
退
職
の
日
か
ら
五
年
以
内
に
限

り
、
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

４　

退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
処
分
を
受
け
る
べ
き
者

の
意
見
を
聴
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５　

行
政
手
続
条
例
第
三
章
第
二
節
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６　

第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　

（
遺
族
の
退
職
手
当
の
返
納
）

第
十
六
条　

死
亡
に
よ
る
退
職
を
し
た
者
の
遺
族
（
退
職
を
し
た
者
（
死
亡
に
よ
る
退
職
の
場
合
に
は
、
そ
の
遺
族
）

が
当
該
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払
を
受
け
る
前
に
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
当
該
一
般
の
退
職
手

当
等
の
額
の
支
払
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に
対
し
当
該
一
般
の

退
職
手
当
等
の
額
が
支
払
わ
れ
た
後
に
お
い
て
、
前
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
退
職
に
係
る
退

職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
遺
族
に
対
し
、
当
該
退
職
の
日
か
ら
一
年
以
内
に
限
り
、
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
事
情
の
ほ
か
、
当
該
遺
族
の
生
計
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
（
当
該
退
職
を
し
た
者

が
求
職
手
当
受
給
可
能
者
で
あ
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
求
職
者
退
職
手
当
額
を
除
く
。）
の
全
部
又
は
一
部
の
返

納
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２　

第
十
二
条
第
二
項
並
び
に
前
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、前
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３　

行
政
手
続
条
例
第
三
章
第
二
節
の
規
定
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　

（
退
職
手
当
受
給
者
の
相
続
人
か
ら
の
退
職
手
当
相
当
額
の
納
付
）

第
十
七
条　

退
職
を
し
た
者
（
死
亡
に
よ
る
退
職
の
場
合
に
は
、
そ
の
遺
族
）
に
対
し
当
該
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職

手
当
等
の
額
が
支
払
わ
れ
た
後
に
お
い
て
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
退
職
手
当
の
受
給
者
」
と
い
う
。）
が
当
該
退
職
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
第
十
五
条
第
一
項
又
は
前
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
死
亡
し
た
場
合
（
次
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
規
定
す
る
場
合
を
除

く
。）
に
お
い
て
、
当
該
退
職
に
係
る
退
職
手
当
管
理
機
関
が
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
人
（
包
括
受
遺

者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
に
対
し
、
当
該
退
職
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
当
該
退
職
を
し
た
者

が
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
等

処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
旨
の
通
知
を
し
た
と
き
は
、
当
該
退

職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
通
知
が
当
該
相
続
人
に
到
達
し
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
限
り
、
当
該
相
続
人
に
対
し
、

当
該
退
職
を
し
た
者
が
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期

間
中
に
懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
一
般
の
退
職
手

当
等
の
額
（
当
該
退
職
を
し
た
者
が
求
職
手
当
受
給
可
能
者
で
あ
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
求
職
者
退
職
手
当
額
を

除
く
。）
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
額
の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２　

退
職
手
当
の
受
給
者
が
、
当
該
退
職
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
第
十
五
条
第
五
項
又
は
前
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
行
政
手
続
条
例
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
第
十
五
条
第
一
項
又
は
前

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
死
亡
し
た
と
き
（
次
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
規
定
す
る
場
合
を

除
く
。）
は
、
当
該
退
職
に
係
る
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
死
亡
の
日
か
ら
六
月
以
内

に
限
り
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
人
に
対
し
、
当
該
退
職
を
し
た
者
が
当
該
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手

当
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行

為
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
（
当
該
退
職
を
し
た
者
が
求
職
手

当
受
給
可
能
者
で
あ
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
求
職
者
退
職
手
当
額
を
除
く
。）
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
額

の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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３　

退
職
手
当
の
受
給
者
（
遺
族
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）
が
、
当
該
退
職
の
日

か
ら
六
月
以
内
に
基
礎
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
起
訴
を
さ
れ
た
場
合
（
第
十
三
条
第
一
項
第

一
号
に
該
当
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に
お
い
て
、
当
該
刑
事
事
件
に
つ
き
判
決
が
確
定
す
る

こ
と
な
く
、
か
つ
、
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
死
亡
し
た
と
き
は
、
当
該
退
職
に

係
る
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
死
亡
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
限
り
、
当
該
退
職
手
当
の

受
給
者
の
相
続
人
に
対
し
、
当
該
退
職
を
し
た
者
が
当
該
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と

な
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
（
当
該
退
職
を
し
た
者
が
求
職
手
当
受
給
可
能
者
で
あ
つ
た
場

合
に
あ
つ
て
は
、
求
職
者
退
職
手
当
額
を
除
く
。）
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
額
の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

４　

退
職
手
当
の
受
給
者
が
、
当
該
退
職
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
基
礎
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し

起
訴
を
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
刑
事
事
件
に
関
し
禁
錮
   

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
後
に
お
い
て
第
十
五
条
第

こ

一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
死
亡
し
た
と
き
は
、
当
該
退
職
に
係
る
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
当

該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
死
亡
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
限
り
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
人
に
対
し
、
当
該

退
職
を
し
た
者
が
当
該
刑
事
事
件
に
関
し
禁
錮
   

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
一
般
の
退
職

こ

手
当
等
の
額
（
当
該
退
職
を
し
た
者
が
求
職
手
当
受
給
可
能
者
で
あ
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
求
職
者
退
職
手
当
額

を
除
く
。）
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
額
の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

５　

退
職
手
当
の
受
給
者
が
、
当
該
退
職
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
当
該
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定

の
基
礎
と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
中
の
行
為
に
関
し
再
任
用
職
員
に
対
す
る
免
職
処
分
を
受
け

た
場
合
に
お
い
て
、
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
死
亡
し
た
と
き
は
、
当
該
退
職
に

係
る
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
死
亡
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
限
り
、
当
該
退
職
手
当
の

受
給
者
の
相
続
人
に
対
し
、
当
該
退
職
を
し
た
者
が
当
該
行
為
に
関
し
再
任
用
職
員
に
対
す
る
免
職
処
分
を
受
け
た

こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
（
当
該
退
職
を
し
た
者
が
求
職
手
当
受
給
可
能
者
で
あ
つ
た

場
合
に
あ
つ
て
は
、
求
職
者
退
職
手
当
額
を
除
く
。）
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
額
の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

６　

前
各
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
基
づ
き
納
付
す
る
金
額
は
、
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
情
の
ほ
か
、
当
該

退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
財
産
の
額
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
財
産
の
額
の
う
ち
前
各
項
の
規
定
に
よ

る
処
分
を
受
け
る
べ
き
者
が
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
を
し
た
又
は
取
得
を
す
る
見
込
み
で
あ
る
財
産
の
額
、
当

該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
人
の
生
計
の
状
況
及
び
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
に
係
る
租
税
の
額
を
勘
案
し
て
、

定
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
相
続
人
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
各
相
続
人
が
納
付
す
る
金

額
の
合
計
額
は
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
つ
て
は
な
ら
な
い
。

７　

第
十
二
条
第
二
項
並
び
に
第
十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る

処
分
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

８　

行
政
手
続
条
例
第
三
章
第
二
節
の
規
定
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の

聴
取
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　

（
人
事
委
員
会
の
調
査
審
議
等
）

第
十
八
条　

人
事
委
員
会
は
、
次
項
に
規
定
す
る
退
職
手
当
の
支
給
制
限
等
の
処
分
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
。

２　

退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
第
十
四
条
第
一
項
第
三
号
若
し
く
は
第
二
項
、
第
十
五
条
第
一
項
、
第
十
六
条
第
一
項

又
は
前
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
処
分
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
退
職
手
当
の
支
給
制
限
等
の

処
分
」
と
い
う
。）
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
人
事
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

人
事
委
員
会
は
、
第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
六
条
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
処

分
を
受
け
る
べ
き
者
か
ら
申
立
て
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
処
分
を
受
け
る
べ
き
者
に
口
頭
で
意
見
を
述
べ
る
機

会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４　

人
事
委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
退
職
手
当
の
支
給
制
限
等
の
処
分
に
係
る
事
件
に
関
し
、

当
該
処
分
を
受
け
る
べ
き
者
又
は
退
職
手
当
管
理
機
関
に
そ
の
主
張
を
記
載
し
た
書
面
又
は
資
料
の
提
出
を
求
め
る

こ
と
、
適
当
と
認
め
る
者
に
そ
の
知
つ
て
い
る
事
実
の
陳
述
又
は
鑑
定
を
求
め
る
こ
と
そ
の
他
必
要
な
調
査
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

５　

人
事
委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
退
職
手
当
の
支
給
制
限
等
の
処
分
に
係
る
事
件
に
関
し
、

関
係
機
関
に
対
し
、
資
料
の
提
出
、
意
見
の
開
陳
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

附
則
第
十
項
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

　

附
則
第
十
三
項
中
「
第
二
条
の
三
」
を
「
第
二
条
の
四
」
に
改
め
る
。

　

附
則
第
二
十
一
項
中
「
退
職
し
た
者
を
」
を
「
退
職
し
た
者
（
第
十
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
を
含
む
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
。）
を
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

改
正
後
の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
の
退
職
に
係
る
退
職
手
当

に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
退
職
に
係
る
退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　

（
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

３　

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
七
年
宮
城
県
条
例
第
三
十
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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附
則
第
五
項
中
「
こ
え
る
」
を
「
超
え
る
」
に
改
め
る
。

　

附
則
第
六
項
中
「
第
二
条
の
三
」
を
「
第
二
条
の
四
」
に
改
め
る
。

　

（
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

４　

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
第
二
項
中
「
並
び
に
第
七
条
の
四
」
を
「
、
第
八
条
並
び
に
第
十
九
条
第
三
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
る
。

　

附
則
第
六
項
中
「
第
三
条
第
一
項
（
傷
病
又
は
死
亡
に
よ
ら
ず
、
そ
の
者
の
都
合
に
よ
り
退
職
し
た
者
に
係
る
退

職
手
当
に
関
す
る
部
分
を
除
く
。）」
を
「
第
三
条
中
傷
病
に
よ
り
退
職
し
た
者
に
係
る
退
職
手
当
に
関
す
る
部
分
」

に
改
め
る
。

　

附
則
第
八
項
及
び
第
十
四
項
中
「
第
二
条
の
三
」
を
「
第
二
条
の
四
」
に
改
め
る
。

　

（
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

５　

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
十
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
第
二
項
中
「
第
二
条
の
三
」
を
「
第
二
条
の
四
」
に
改
め
る
。

　

附
則
第
三
項
中
「
第
七
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

公
安
委
員
会
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
月
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
六
十
五
号

　
　
　

公
安
委
員
会
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

公
安
委
員
会
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
一
項
の
表
三
十
の
項
中
「
五
千
四
百
円
」
を
「
六
千
八
百
円
」
に
、「
三
千
百
円
」
を
「
四
千
三
百
円
」

に
、「
九
千
円
」
を
「
一
万
五
百
円
」
に
、「
五
千
三
百
円
」
を
「
六
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

 

　

第
二
条
第
一
項
の
表
三
十
六
の
項
中
「
二
千
三
百
円
」
を
「
二
千
四
百
円
」
に
、「
五
千
八
百
円
」
を
「
七
千
二
百

円
」
に
、「
五
千
四
百
円
」
を
「
六
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
表
三
十
七
の
項
及
び
三
十
八
の
項
中

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

地
域
環
境
保
全
特
別
基
金
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
月
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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三
十
の
二　

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
四
条

の
三
第
一
項
（
同
法
第
七
条
の
三
第
三
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ

く
認
知
機
能
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

受
検
を
申
請
す

る
と
き

六
百
五
十
円

三
十
二
の
二　

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
五

条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
猟
銃
の
操
作

及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
を
受
け
よ
う

と
す
る
者

受
講
を
申
請
す

る
と
き

一
万
二
千
三
百
円

「

二
万
二
千
円

」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

「

七
千
九
百
円

」
を
「

八
千
九
百
円

」
に
改
め
、
同
項

三
十
八
の
二　

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
九

条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
年
少
射
撃

資
格
の
認
定
を
申
請
す
る
者

三
十
八
の
三　

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
九

条
の
十
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
年
少
射
撃
資
格

認
定
証
の
書
換
え
を
申
請
す
る
者

三
十
八
の
四　

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
九

条
の
十
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
年
少
射
撃
資
格

認
定
証
の
再
交
付
を
申
請
す
る
者

三
十
八
の
五　

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
九

条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
年
少
射
撃

資
格
の
認
定
の
た
め
の
講
習
会
を
受
け
よ
う
と

す
る
者 

申
請
す
る
と
き

申
請
す
る
と
き

申
請
す
る
と
き

受
講
を
申
請
す

る
と
き

九
千
六
百
円
（
当
該
認
定
の
申
請
を
す

る
者
が
同
時
に
他
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持

等
取
締
法
第
九
条
の
十
三
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
く
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
の

申
請
を
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の

同
項
の
規
定
に
基
づ
く
年
少
射
撃
資
格

の
認
定
の
申
請
に
あ
っ
て
は
、
五
千
九

百
円
）

千
八
百
円 

千
九
百
円 

九
千
七
百
円

　

第
二
条
第
一
項
の
表
三
十
二
の
項
中
「

二
万
千
円

」
を



〇
宮
城
県
条
例
第
六
十
六
号

　
　
　

地
域
環
境
保
全
特
別
基
金
条
例

　

（
設
置
）

第
一
条　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
取
組
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
環
境
の
保
全
に
関
す
る
取
組
の
一
層
の
推
進
を
図

る
た
め
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域

環
境
保
全
特
別
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。）
を
設
置
す
る
。

　

（
積
立
て
）

第
二
条　

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
予
算
で
定
め
る
額
の
範
囲
内
の
額
と
す
る
。

　

（
管
理
）

第
三
条　

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
確
実
な
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
の
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り
保
管

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
運
用
収
益
の
処
理
）

第
四
条　

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
基
金
に
編
入
す
る
も
の
と
す

る
。

　

（
処
分
）

第
五
条　

基
金
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
基
金
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費
に
充

て
る
場
合
に
限
り
、
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
繰
替
運
用
）

第
六
条　

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
及
び
利
率
を
定
め
て
、

基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
委
任
）

第
七
条　

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
こ
の
条
例
の
失
効
）

２　

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

医
療
施
設
耐
震
化
臨
時
特
例
基
金
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
月
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
六
十
七
号

　
　
　

医
療
施
設
耐
震
化
臨
時
特
例
基
金
条
例

　

（
設
置
）

第
一
条　

災
害
拠
点
病
院
等
の
医
療
施
設
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
震
が
発
生
し
た

場
合
に
お
い
て
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
維
持
を
図
る
た
め
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十

七
号
）
第
二
百
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
施
設
耐
震
化
臨
時
特
例
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い

う
。）
を
設
置
す
る
。

　

（
積
立
て
）

第
二
条　

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
予
算
で
定
め
る
額
の
範
囲
内
の
額
と
す
る
。

　

（
管
理
）

第
三
条　

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
確
実
な
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
の
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り
保
管

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
運
用
収
益
の
処
理
）

第
四
条　

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
基
金
に
編
入
す
る
も
の
と
す

る
。

　

（
処
分
）

第
五
条　

基
金
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
基
金
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費
に
充

て
る
場
合
に
限
り
、
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
繰
替
運
用
）

第
六
条　

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
及
び
利
率
を
定
め
て
、

基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
委
任
）

第
七
条　

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
こ
の
条
例
の
失
効
）

２　

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
臨
時
特
例
基
金
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
月
九
日
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宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
六
十
八
号

　
　
　

介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
臨
時
特
例
基
金
条
例

　

（
設
置
）

第
一
条　

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福

祉
施
設
そ
の
他
の
施
設
の
緊
急
な
整
備
等
を
促
進
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）

第
二
百
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
臨
時
特
例
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。）

を
設
置
す
る
。

　

（
積
立
て
）

第
二
条　

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
予
算
で
定
め
る
額
の
範
囲
内
の
額
と
す
る
。

　

（
管
理
）

第
三
条　

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
確
実
な
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
の
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り
保
管

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
運
用
収
益
の
処
理
）

第
四
条　

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
基
金
に
編
入
す
る
も
の
と
す

る
。

　

（
処
分
）

第
五
条　

基
金
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
基
金
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費
に
充

て
る
場
合
に
限
り
、
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
繰
替
運
用
）

第
六
条　

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
及
び
利
率
を
定
め
て
、

基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
委
任
）

第
七
条　

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
こ
の
条
例
の
失
効
）

２　

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

介
護
職
員
処
遇
改
善
等
臨
時
特
例
基
金
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
月
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
六
十
九
号

　
　
　

介
護
職
員
処
遇
改
善
等
臨
時
特
例
基
金
条
例

　

（
設
置
）

第
一
条　

介
護
職
員
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生

省
令
第
三
十
七
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
訪
問
介
護
員
等
そ
の
他
の
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二

十
三
号
）
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
で

知
事
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。）
の
更
な
る
処
遇
の
改
善
及
び
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）

第
二
十
条
の
五
に
規
定
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
の
他
の
施
設
の
整
備
の
促
進
を
図
る
た
め
、地
方
自
治
法（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
職
員
処
遇
改
善
等
臨
時
特
例

基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。）
を
設
置
す
る
。

　

（
積
立
て
）

第
二
条　

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
予
算
で
定
め
る
額
の
範
囲
内
の
額
と
す
る
。

　

（
管
理
）

第
三
条　

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
確
実
な
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
の
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り
保
管

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
運
用
収
益
の
処
理
）

第
四
条　

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
基
金
に
編
入
す
る
も
の
と
す

る
。

　

（
処
分
）

第
五
条　

基
金
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
基
金
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費
に
充

て
る
場
合
に
限
り
、
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
繰
替
運
用
）

第
六
条　

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
及
び
利
率
を
定
め
て
、

基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
委
任
）

第
七
条　

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
こ
の
条
例
の
失
効
）

２　

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
十
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

子
育
て
支
援
対
策
臨
時
特
例
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
月
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
七
十
号

　
　
　

子
育
て
支
援
対
策
臨
時
特
例
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

子
育
て
支
援
対
策
臨
時
特
例
基
金
条
例
（
平
成
二
十
一
年
宮
城
県
条
例
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
第
二
項
中
「
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

社
会
福
祉
施
設
等
耐
震
化
等
臨
時
特
例
基
金
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
月
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
七
十
一
号

　
　
　

社
会
福
祉
施
設
等
耐
震
化
等
臨
時
特
例
基
金
条
例

　

（
設
置
）

第
一
条　

社
会
福
祉
施
設
等
の
地
震
及
び
火
災
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
社
会
福
祉
施
設
等
耐
震
化
等
臨
時
特
例
基
金

（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。）
を
設
置
す
る
。

　

（
積
立
て
）

第
二
条　

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
予
算
で
定
め
る
額
の
範
囲
内
の
額
と
す
る
。

　

（
管
理
）

第
三
条　

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
確
実
な
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
の
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り
保
管

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
運
用
収
益
の
処
理
）

第
四
条　

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
基
金
に
編
入
す
る
も
の
と
す

る
。

　

（
処
分
）

第
五
条　

基
金
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
基
金
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費
に
充

て
る
場
合
に
限
り
、
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
繰
替
運
用
）

第
六
条　

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
及
び
利
率
を
定
め
て
、

基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
委
任
）

第
七
条　

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
こ
の
条
例
の
失
効
）

２　

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

水
産
動
物
の
輸
出
検
疫
証
明
手
数
料
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
月
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
七
十
二
号

　
　
　

水
産
動
物
の
輸
出
検
疫
証
明
手
数
料
条
例

　

（
趣
旨
）

第
一
条　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
県
が
徴
収
す
る
水
産

技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
輸
出
用
の
水
産
動
物
が
、
検
査
の
結
果
、
伝
染
性
疾
病
の
病
原
体
を
広
げ
る
お
そ
れ

が
な
い
こ
と
を
証
す
る
証
明
書
（
以
下
「
輸
出
検
疫
証
明
書
」
と
い
う
。）
の
交
付
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、

こ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　

（
手
数
料
の
徴
収
）

第
二
条　

知
事
は
、
輸
出
検
疫
証
明
書
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
か
ら
、
申
請
の
際
に
、
一
件
に
つ
き
二
千
円
の

手
数
料
を
徴
収
す
る
。

２　

前
項
に
規
定
す
る
手
数
料
は
、
県
の
発
行
す
る
収
入
証
紙
に
よ
り
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
知
事
が

特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

（
手
数
料
の
返
還
）

第
三
条　

既
に
徴
収
し
た
手
数
料
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
県
の
責
め
に
よ
り
輸
出
検
疫
証
明
書
の
交
付
が
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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（
手
数
料
の
免
除
）

第
四
条　

知
事
は
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
手
数
料
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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